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て in situ ハイブリダイゼーション による発現パターンの解析を行った。 












表情に現れる感情の認識への関与（Philippi et al., 
2009）や、自閉症スペクトラムや統合失調症など
の疾患との関連も指摘されている（Shukla et al., 




て大脳皮質 6 層構造の 2/3 層に分布しているが、
げっ歯類では 2/3 層に加えて 5 層及び 6b 層にも存


















































ューロンは 2/3 層に加えて 5 層および 6b 層に分布





脳半球を結ぶ交連ニューロン（2/3 層と 5 層）も約
1000 個ずつ集めた。これら 5 つのサンプルから
total RNA を調製し、NuGEN 社の Ovation Pico 
WTA System により cDNA を増幅した。大脳皮質
2/3 層、5 層、6b 層のマーカーとして cux1、ctip2







遺伝子を各層から 100 種類ずつ選んだ。これら 100
遺伝子から、後にプロモータを利用することを念
頭に、発現強度の高い遺伝子を 2/3 層から 9 種類、




って確認した。現在は、さらに in situ ハイブリダ
イゼーションによるスクリーニングを進めている。
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日本解剖学会第 71 回中部支部学術集会・平成 23
年 10 月 15 日-16 日・名古屋大学医学部・「ゼブ
ラフィッシュ Crypt 細胞に発現する嗅覚受容体
遺伝子の同定」・口頭発表 
日本解剖学会第 117 回全国学術集会で平成 24 年 3
月 26-28 日・山梨大学・「マイクロアレイ解析に
よる大脳皮質長連合細胞特異的遺伝子の同定」・
ポスター発表 
 
「競争的資金・研究助成への申請・獲得状況」 
科学研究費補助金・研究活動スタート支援・平成
23-24 年度・大脳皮質長連合線維の回路構造と形
成機構の解析・代表・採択・2500 千円 
 
研究の内容および成果 
本助成による主な発表論文等、特記事項および 
競争的資金・研究助成への申請・獲得状況
レーザーマイクロダイセクション法。凍結切片上で蛍
光標識された細胞をレーザーによって切り抜いた。 
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研究育成経費
若手研究者による今後の進展が期待できる研究
